
2021（令和３）年度岐朋会行事予定 

Ⅰ 第 31 回岐朋会総会 

文書総会（5 月）      

Ⅱ 第 29 回岐阜県原爆死没者慰霊祭 

9 月 17 日（金）12：00～14:00  十六プラザ    

Ⅲ 岐朋会主催「原爆と人間」展 

岐阜県会場  ７月 5 日（月）～11 日（日）OKB ふれあい会館 
岐阜市会場  ７月 5 日（月）～11 日（日）岐阜市役所ロビー 
大垣 会場  ７月 24 日（土）～25 日（日）大垣市スイトピアセンター文化会館 

多治見会場  7 月 28 日（水）～8 月 26 日（木）やまかまなびパーク 
岐阜市会場  8 月 3 日（火）～27（金）（岐阜大学図書館入り口ホール） 
関ヶ原会場  8 月 6 日（金）、10 日（火） 関ケ原町役場 
垂井 会場  8 月 11 日（水）～15 日（日）おもてなし処垂井庵 
可児 会場  ８月 11 日（水）～16 日（月）可児市広見公民館 
岐阜市会場  9 月 2 日（水）～８日（水）スーパー・マーサ２１ 
羽島 会場  （未定、2022 年 1 月開催を目指す） 

Ⅳ 生活・健康相談会 

11 月     日本被団協東海北陸ブロック相談事業講習会（未定） 
2022 年 2 月  岐朋会生活・健康相談会（日時、場所未定） 

Ⅴ 追悼平和祈念式典等参加 

8 月 6，9 日 広島、長崎追悼平和祈念式典 
8 月 15 日  全国戦没者追悼式典（今年度参加見合わせ） 

Ⅵ 日本被団協総会、全国都道府県代表者会議 

文書総会    第 66 回日本被団協総会 
10 月 13～14 日（水、木）全国都道府県代表者会議、中央行動 

Ⅶ その他  

2021 年度中 『被爆者からあなたにーいま伝えたいこと』学習・普及活動 
6 月 11～16 日 平和行進（岐阜県ピースアクション連絡会） 
8 月 1 日（日）「ヒロシマ原爆の話を聴く会」（多治見原爆展会場） 
8 月 5 日（木）県民の会連絡会（被爆者の願いを継承する岐阜県民の会） 
8 月 18 日（す）被爆ピアノ・ラストコンサート（岐阜県被爆二世の会） 
8 月 28 日（土）こども平和ひろば（こども平和ひろば実行委員会） 
・日本被団協提案「すべての国と日本政府に核兵器禁止条約の署名、批准を求

める」署名運動の推進（「県民の会」の活動と共同して） 
・他団体主催の原爆展への協力（パネルの説明、被爆証言など） 

 







ノーモア・ヒバクシャ記憶遺産を継承する会 設立 10 周年企画 

“ノーモア・ヒバクシャ” 継承の拠点を各地に 
2021 年 12 月 11 日  岐阜：岐朋会・今井雅

巳 

☆ 継承の拠点は＜記念館・資料室＞創りから ☆ 

・被団協・岐朋会の活動を継承するとき、どうしても必要なモノは、活動拠点となる記念館・資料室。 

・活動拠点があって、初めて活動を継承する若者？が育ってくる。 

・組織を作っても、学習する場、話し合う場＝継承の拠点がなければ組織は消滅する。 

 

◎先行事例① 「中国帰還者連絡会（中帰連）」解散 : 「撫順の奇蹟を受け継ぐ会」結成 20 年

の軌跡 

・「中国帰還者連絡会（中帰連）」とは？ 

 1945 年敗戦後、シベリア抑留 5 年。中国撫順・太原両戦犯管理所に 6 年収監されたのち、1956 年瀋

陽特別軍事法廷で 45 名のみ起訴。1017 名は起訴免除・即日釈放。赦されて帰国した約 1000 名が 1957

年に創設した組織。 

「反戦平和・日中友好」を旗印に掲げ、加害証言、反戦図書・季刊『中帰連』発行など、45 年間活動

を続けた。 

2002 年 4 月 20 日、会員平均年齢 83 歳、会員数 300 名を割り、已むを得ず解散。 

＊山陰支部は解散せず、会員消滅まで続ける。 

 

・「撫順の奇蹟を受け継ぐ会」とは？ 

2002 年 4 月 21 日、 「中国帰還者連絡会（中帰連）」解散の翌日、全国からインターネットにより集

まった約 300 名の孫世代の若者により組織された。中帰連の活動と理念を受け継ぐことを目標に、東京

本部・全国 10 支部を立ち上げた。立上の中心となったインターネットで集った若者の多くは数年で活動

から遠ざかり、子ども世代が活動を続けてきたが 20 年を経過・高齢化し、受け継ぐ会を受け継ぐ人々の

参加を求めている。 

解散時に 300 名近くいた元中帰連会員は、2021 年現在 5 名（99 歳～101 歳）の生存が確認できるの

み。証言集会や新たな反戦加害図書の発行も難しく、コロナ禍により、多くの支部が活動休止。解散した

支部もある。 

 

◎先行事例② 「中帰連平和記念館」の設立と 15 周年 



・「中帰連平和記念館」とは？ 

2006 年 11 月 3 日開館。中帰連の貴重な資料・史料や蔵書の散逸を避けるため、受け継ぐ会代表：仁

木ふみ子さん宅に資料集積。入りきらなくなった資料を隣の農機具倉庫に預ける。その倉庫と土地を 1500

万円で購入。購入資金は、解散時中帰連副会⾧であった大河原孝一さんが全国行脚して、元会員から集め

てくださった浄財による。 

 蔵書 5 万冊、映像資料約１０００本、貴重文献、写真資料、実物資料を収めて「CUKIREN PEACE 

MUSEUM」として、受け継ぐ活動の拠点となっている。研究者、学習者、マスコミ、新聞社、テレビ局

などに資料・史料提供し、学習会、研究会、講演会などを行っている。2016 年秋には 10 周年記念集会

を実施。「中帰連に学ぶ会」「供述書を読む会」など継続的に学習会を続けている。 

2021 年 11 月 21 日、15 周年記念集会を挙行。 

中帰連平和記念館 埼玉県川越市笠幡 1948-6 電話０４９ʷ２３６ʷ４７１１ 開館日：水・

土・日 

 
記念館エントランス                閲覧室・加害展示 

  
     事務室・貴重図書                 記念館外観（元農機具倉庫） 



  
      閲覧室にて学習会              戦争加害特別展示 

 

◎岐朋会の取り組み ： 現在進行形 

・「ヒバクシャ国際署名をすすめる岐阜県民の会」が「被爆者の願いを継承する岐阜県民の会」結成‼ 

・被爆者からの資料収集、証言映像記録 

・収集した資料の整理・保存 

・記念館・資料室の創設 

  加田弘子会⾧自宅の倉庫に、記念館・資料室の創設を計画中❣ 


